
1 

 

 

 

 

２０２５年８月２１日 

 

「オークワ堺市駅前店」オープンについて 

 

 

 株式会社オークワは、８月３０日（土）大阪府堺市に「オークワ堺市駅前店」（以下、当

店）をオープンいたします。 

大阪府下では２１店舗目、SSM業態として８４店舗目、株式会社オークワとしては 

１５３店舗目の出店となります。 

オークワは「変わらぬ想いで、変わり続けるスーパーマーケット」として地域の皆様の

より良い生活をサポートしてまいります。 

以下、その概要をお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 ≪ 店舗概要 ≫    

店 名      オークワ堺市駅前店 

所 在 地      〒５９０－００１４ 

      大阪府堺市堺区田
た

出井
で い

町２番１９号  

      ＴＥＬ ０７２－２６８－２６１０ ＦＡＸ ０７２－２６８－２６１１ 

開店日時  オープン ２０２５年８月３０日（土） ９：００ 

建物構造  鉄骨造り２階建て 

店舗規模  敷 地 面 積       ５，１２８㎡  （１，５５１坪） 

      延 床 面 積       ５，０７４㎡  （１，５３５坪）  

      直営売場面積        １，５０３㎡    （４５４坪）      

駐車台数  １２３台  

営業時間  ９：００ ～ ２２:００ 

年間休日  なし 

年商予定  １７億円 

店 長 名      岡本 大輔（おかもと だいすけ） 

従業員数  ６９人（社員１５人、パート・アルバイト８Ｈ換算 ５４人） 
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≪ 店舗ロケーション ≫ 

 堺市は大阪市に次ぐ広い面積と多くの人口を擁する、大阪府第二の政令指定都市です。

鉄道の路線も充実しており、大阪市のベッドタウンでもあります。 

 古くから自由都市として栄え、歴史と文化が色濃く残る魅力的なまちです。 

中でも堺区は堺市の中央部に位置し、南海電車の堺東駅や JR 阪和線の主要駅である堺

市駅や三国ヶ丘駅などがあり、利便性に優れ商業施設や公共機関も集中しています。 

 堺市駅前店は JR堺市駅より北西に約 300mの位置にオープンします。 

 

 

≪ 商圏イメージ ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 店舗外観 ≫ 

 

 

             世帯数（世帯）   人口（人） 

 一次商圏（ ～１km） １５，７００    ３７，６００ 

 二次商圏（１～２km）  ３，３００     ７，４００ 

   合計       １９，０００      ４５，０００ 
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≪ 売場の特徴 ≫                       ※写真はイメージです。 

 

  

北海道産小麦「ゆめちから」使用した本格ベーグ

ルです。店内で手作りにこだわり、もっちり食感

が特徴、バラエティ豊かにご用意しております。 

素材にこだわった手作りふんわりおむすびや

「やさしい味わい」の和惣菜など多様なお惣

菜をご用意しております。 

  

果物コーナーでは、新鮮な果物だけでなく、当店

で販売している果物を使用したフルーツタルトや

焼芋ブリュレ、フルーツワッフルなどもご用意し

ています。 

 生鮮魚はもちろん、天然魚を使用した魚屋の

寿司や店内で製造するフライやてんぷらなど

魚旬菜や珍味など即食需要にもお応えしま

す。 

  

精肉コーナーでは、当社指定農場で育てられた九

州産黒毛和牛「みらい匠和牛」を販売します。肉

の旨みと脂の甘みが合わさった黒毛和牛です。 

 製菓・製パン材料を扱う「富澤商店」の商品

も取り扱っています。 
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≪ 備考 ≫ 

○ 株式会社オークワの概要 

  所 在 地   和歌山市中島１８５－３ 

  設  立   １９６９年２月２１日 

  代 表 者       代表取締役社長  大 桑 弘 嗣 

  営業収益   ２，４８６億円（２０２５年２月期） 

  店 舗 数        １５３店舗 ※ANDDELICA谷町店、あつた小町 by Pare Marche は含まない 

（２０２５年８月３０日現在、堺市駅前店含む） 

     和歌山県４８店舗、奈良県３３店舗、大阪府２１店舗、三重県２２店舗、 

岐阜県１４店舗、愛知県１３店舗、静岡県２店舗 

  売場面積   ４６３，６２８㎡ ※ANDDELICA谷町店、あつた小町 by Pare Marche は含まない 

（２０２５年８月３０日現在、堺市駅前店含む） 

 

≪ 店舗付近案内図 ≫  

 

 ◆広域図 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆導入図 
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≪ レイアウト図 ≫ 

以上 


